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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年 12 月期連結業績予想を下記の通り修正することといたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正内容 

平成 27 年 12 月期（平成 27 年１月１日～平成 27年 12 月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A) 90 △1,100 △1,085 △1,090 △125.65 円

今回修正予想（B) 200 △570 △550 △555 △61.98 円

増減額（B－A) 110 530 535 535 －

増減率（％） 122.2 － － － －

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 12月期） 
86 △601 △577 △582 △67.49 円

 

 

２．業績予想修正の理由 

＜売上高＞ 

Emmaus Medical Inc.との間で、平成 23 年４月に締結した、「米国における角膜再生上皮シート

共同開発・事業化契約」および「共同研究開発基本契約」終結を決定し、平成 24 年３月に受領し

ておりました一時金 115 百万円を前受金勘定より売上高として計上することといたしました。詳

細については本日公表の「Emmaus Medical Inc.との既存契約の終結および売上高計上に関するお

知らせ」をご覧下さい。 

＜営業利益・経常利益・当期純利益＞ 

上述の売上高計上による利益増に加え、当社は現在、細胞シート細胞培養施設の平成 28 年上期

稼働に向けて設立準備を進めておりますが、当初の準備計画の短縮化による一部費用削減および

本社機能管理費用等の節減により当初見込みより合計約 150 百万円削減の見込みとなりました。 
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また、当社は当期の具体的な施策の一つとして、優先的に自社開発を推進する細胞シート再生

医療パイプラインである食道上皮再生シートについて、当期下期中の日欧での治験開始を目標と

して開発を進めて参りました。日本では今年 12 月に治験届を提出しておりましたが、 

・治験症例数について当初予定症例数に比して、より少数例での治験実施が可能と判断 

・実施中の非臨床試験について、試験成績の取得等を含めた一部見直し 

について改めて検討をした上で、再度治験届を提出するべきであるとの判断に至ったことから、

いったん治験届を取り下げることと致しました。（詳細は本日公表「食道再生上皮シートの治験届

一時取り下げに関するお知らせ」をご参照下さい。） 

欧州ではスウェーデンにおいて治験開始に向けた現地規制当局であるスウェーデン医薬品庁と

の事前相談を進めて参りました。スウェーデン医薬品庁からのコメントは、現在の食道再生上皮

シートの開発内容・進捗を踏まえるならば、現行の治験計画について欧州全体の販売承認を見据

えた治験計画として検討すべきという旨の提案でした。当社は欧州での事業化スケジュールを早

める可能性がある提案であると捉え、今年度中のスウェーデンでの治験届提出を延期し、翌年改

めて欧州全土を管轄する規制当局である欧州医薬品庁と面談を申し入れることといたしました。 

上述のような状況より、主な当期見込み食道再生上皮シート関連費用約 250 百万円については

来期以降での計上見込みとなりました。 

以上のような要因を主因として業績予想を修正することといたしました。 

 

以上 


